
九州医療科学大学薬学部薬学科アセスメント・ポリシー 

【目的】 

1. 九州医療科学大学薬学部薬学科では、学生の学修目標の到達度を高めるために、また、教育課

程レベル（カリキュラム）および科目レベル（授業）の適切性を担保するために、学生の学修

成果と教員の教育成果に関する情報の収集・分析・評価に係る方針、及び学生による自己評価

の方針をアセスメント・ポリシーに定める。 

【学修成果の確認・教育の改善のために学科として収集・分析・評価する情報】 

2. 薬学科では以下の情報を用い、学生の学修成果を確認し、3つのポリシー（AP,CP,DP）、建学

の理念に基づく取り組みの検証及び教育の改善に係る意思決定に活用する。 

 
入学時前後 

（AP に係る検証） 

在学中 

（CP に係る検証） 

卒業時前後 

（DP に係る検証） 

教 育 課 程 

レベル 

・各種入学試験（各科目試験、

小論文の得点） 

・志望理由書・調査書の内容

に基づく面接の評価 

・入学時、1年前期修了時学力

テスト 

・入学生意識調査  

・年次毎の修得単位数・率 

・DP毎の到達度達成率 

・GPA 

・各科目の成績評価 

・授業評価アンケート 

・学修ポートフォリオ(学生の自己評価を含む) 

・薬学共用試験結果 

・出席率 

・進級率 

・同一年度入学生の進級率 

・休学者数・休学率 

・留年者数・留年率 

・転学部者数・転学部率 

・退学者数・退学率 

・除籍者数・除籍率 

・修得単位総数 

・DP毎の到達度達成率 

・GPA 

・学修ポートフォリオ(学生

の自己評価を含む) 

・卒業研究（発表を含む） 

・卒業者数・卒業率 

・国家試験合格者数・合格率 

・就職者数・就職率 

・卒後（就職先）アンケート  

科目レベル  

・成績評価 

・学生授業評価アンケート 

・出席率 

・授業実施時間 

・単位修得率 

・学修ポートフォリオ 

 

 

【学生による自己評価】 

3. 修得目標の達成状況を学生自身が把握し、学修の振り返りとその改善に活用させる。各年次

において、学生は学修ポートフォリオ上で、履修成績状況、GPA推移表、単位修得状況、DP

達成率を参照して、修得目標の達成度に関する自己評価を実施する。また、合わせて、その

時点までの学修の振り返りと学修目標や学修計画の修正を行う。それらを教員が確認し、指

導を行う。 


